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母 乳 中 の ダ イオ キ シ ンに関 す る文献 レ ビュー

和泉 美枝,我 部山キヨ子

は じ め に

わが国では1990年 後半頃か ら,環 境汚染物質である

ダイオキシンが,母 乳中に高濃度に含まれているとい

う報道が されるようになった。発育や発達の速い胎児

や乳幼児は,ダ イオキシンなど,環 境ホルモンへの感

受性が高 く影響を受けやすいと考えられD,母 乳哺育

の安全性に懸念が もたれるようになった。母乳哺育は

子 どもの発育や発達に不可欠な栄養的側面や,母 子の

愛着形成など精神面などの利点 も大 きく,わ れわれ助

産師も昔から母乳哺育を推奨 して きた。 しか し,微 量

でも人体に多大な影響を及ぼす可能性のある,ダ イオ

キシンを多 く含んだ母乳を摂取することとなる母乳哺

育 を推奨すべ きかどうか躊躇せ ざるをえない状況 と

なった。

そこで今回,母 乳中の ダイオキシンに関する文献的

検索 を行い,ダ イオキシンの特性や乳幼児への影響を

把握 し,ダ イオキシン摂取量の軽減方法や母乳哺育の

安全性について検討 した。

方 法

医 学 中 央 雑 誌 を 母 乳 ・ダ イ オ キ シ ンの2つ の キ ー

ワー ドを用 い て1997-2007年 の 問 で検 索 し,198の 文

献 を抽 出 した。 そ の うち動 物 実 験 や 会 議 録,重 複 す る

総 論 を除外 し,主 に母 親 の 背 景 の 違 い に よ る母 乳 中 の

ダ イオ キ シ ン濃 度 の変 化 や,母 乳 中 の ダ イ オキ シ ン濃

度 に よる乳 幼 児 へ の影 響 につ い て 書 か れ た 研.究論 文 を

中心 に抽 出 した。.・部,医 学 中央 雑 誌 で は研 究 論 文 が

少 な い項 目 に 関 して はPubMedよ り検 索 を行 い,ま

た最 新 の デ ー タ を収 集 す る ため 公 的 機 関 の ホ ー ム ペ ー

ジ も参 照 した。

結 果

1.母 乳 中の ダ イ オ キ シン濃 度 の 年 次 推 移

一 般 的 に 「ダ イオ キ シ ン」 とい えば
,ダ イ オキ シ ン

類 の こ と を指 し,75種 類(異 性 体)の ダ イ オ キ シ ン

(PCDDs),135種 類 の ポ リ 塩 化 ジ ベ ン ゾ フ ラ ン
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(PCDFs>,お よ び13種 類 の コ プ ラ ナ ーPCB(Co-

PGBs)の 計223種 類 の 化 合 物 の こ とを い い,塩 素 の 置

換 位 置 や数 に よ り多 くの異 性 体 が あ る2.3;。

そ れ ら の 年 次 推 移 は 堀 ら3;の 調 査 で は,1975年 の

PCDDs十PCDP=は34.5pgTEQ/g,Co-PCBsは27.9

pgTEQ/g,PCDDs十PCDIs十co-PCBsは62.4

pgTEQ/g,1999年 は そ れ ぞ れ18.1,4.s,22.9

pgTEQ/gで あ り,約25年 で 半 分 以 下 の 濃 度 とな っ て

お り,特 にCo-PCBsで 減 少 率 が 大 きか っ た 。 また,

多 口 ら4,の 研 究 で はPCDDs+PCDFs+C・ 一P〔】Bsは

1998年25.2pg'1'N:Q/g,1999年24.Opg'1'N:Q/g,2000

年21.6pg"L'EQ/g,2001年23.7pgTEQ/g,2002年

2LlpgTEQ/g,2003年19.2pgTEQ/S,2004年16.5

pgTEQ/9で あ っ た。

2.母 乳 中 の ダ イ オ キ シン濃 度 と母 親 の 背 景 との 関 係

1)母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と母 親 の 年 齢 との 関 係

母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 は,母 の 年 齢 と正 の 相 関

が あ り,特 にCo-PGBsは 有 意 な 正 の 相 関 が あ っ

た5,6;。

2)母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と哺 乳 期 間,出 生 順 位

との 関係

母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 は,産 後5日,30日,

150日,300日 で は そ れ ぞ れ28.4pg〆TEQ/g伍t,24.7

pg/TEQ/gfat,21.OP5/TEQ/gfat,is.lpg/TEQ/gfat

で あ り,哺 乳 期 間が 長 くな る につ れ 減 少 し,産 後10ヶ

月後 には産 後5日 と比 べ 約3分 の2の 濃 度 に まで 減 少

して い たフ)。

また,第1子 が 哺 乳 す る 母 乳 中 のYCIIIIs+YC--F=

+Co-PCBs濃 度 の 平 均 は23.56pg/TEQ/platで,第

2子 で は15.88pg/TEQ/gfat,第3子 で は6.80pg〆

TEQ/gCatで あ り,出 生 順 位 が 進 む に つ れ 減 少 して い

た 。 第2,3子 が 哺乳 す る 母 乳 中の ダ イ オ キ シ ン濃 度

は,そ れ ぞ れ 第1子 の61.9,20.9%で あ った4.,R;。

3)母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と居 住 地 との 関 係一 焼

却 施 設 周 辺 地 域 との比 較

大 阪能 勢 町 の焼 却 施 設 周 辺 住 民 と,他 の 大 阪 府 住 民

の母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 に差 は な く,母 乳 中 の ダ

イ オキ シ ン濃 度 に お い て,居 住 地 と焼 却 施 設 との 距 離

の 関 係 で有 意 な 相 関 関 係 は な か った6,9,10;。 ダ イ オ キ

シ ンの異 性 体 の構 成 比 に よる検 討 で は,.母 乳 中 の ダ イ

オキ シ ン異 性 体 の構 成 比 は,焼 却 施 設 排 出 物 の 異性 体

とは酷 似 せ ず,食 餌 中 の異 性 体 と酷 似 して い たio)、
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スペ イ ンにお け る,焼 却 施 設 建 設 前 に周 辺 住 民 か ら

採 取 した母 乳 と,施 設 の 稼 働3年 後 に採 取 した 母 乳 中

の ダ イオ キ シ ン濃 度 を比 較 した調 査 で は,稼 働 後 の 母

乳 中 の 濃 度 は4.3-39.9pgl-TEQ/gCatの 範 囲 で,平

均7.7pgI-TEQ〆gCa[,建 設 前 で は5、9-U.lpgI-

TEQ/ｰCalの 範 囲 で,平 均ll.7pg]一TEQ/gCalあ り,

稼 働 後 の方 が 平 均 で34.2%減 少 して い たu)。

4>母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と母 の 喫 煙 習慣 との 関

係

初 産 婦 の 喫 煙 習 慣 を,喫 煙 者,妊 娠 前 に禁 煙 した

者,妊 娠 中 に禁 煙 した者,非 喫 煙 者 との4つ の グル ー

プ に 分 け,そ れ ぞ れ の 母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度

(PCDDs,PCDI's,PCDDs十PCDPs,Co-PCBs,

PCDDs+PCDFs+Cc)一PCBs)の 比 較 で は,喫 煙 者 と

非 喫煙 者 との 比 較 で は,rcDDs以 外 で 非 喫 煙 者 の 方

が濃 度 は 高 か った 。Co-PCB濃 度 が最 も高 か っ た の は

非 喫煙 者 で,次 に妊 娠 前 に禁 煙 した 者,妊 娠 巾 に禁煙

した者,喫 煙 者 の順 で あ っ た。 また,受 動 喫 煙 の 影響

と して,非 喫 煙 者 で 受 動 喫 煙 の あ る者 と,受 動 喫煙 の

な い者 で の比 較 で は,母 乳 中の ダ.イオキ シ ン濃 度 に有

意 差 は み られ な か っ た。 また,前 述 の4つ の 喫 煙 習慣

を母 の年 齢,20-29歳 と30-39歳 の グ ルー プ に分 け,

比 較 検 討 した もので は,妊 娠 前 に禁 煙 した 者,妊 娠 中

に禁 煙 した者,非 喫 煙 者 の 濃 度 は20-29歳 よ り30-39

歳 の方 が 濃 度 が 高 か っ たが,喫 煙.者で は逆 に20～29歳

よ り30-39歳 の方 が 低 か っ た12;。 東 京 都 の調 査 で は,

喫煙 習 慣 の な い者 や 妊 娠 中 に受 動 喫 煙 の なか った 者 の

方 が母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 が 高 か った と報 告 され

て い た13;。

しか し,内 山 らtiiは母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と母

親 の 喫煙 習 慣 や 受 動 喫 煙 との 間 に相 関 は なか った と し

て い た。

5)母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と母 親 の 食 生 活 との 関

係

母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と母 親 の 妊 娠1年 前 の 食

事 摂 取 状 況 と の 関 係 で は,初 産 婦 で は 鶏 レバ ー,牛

乳,鯛,あ じ,し らす ぼ し,ウ ナギ との 問 に弱 い 正 の

相 関が あ り,動 物 性 脂 肪 全 体 との 問 に も弱 い 正 の 相 関

関係 が あ っ た。 経 産 婦 で は豚 の 揚 げ 物,豚 レバ ー,鶏

レバ ー,牛 乳,卵 との 問 に弱 い 正 の 相 関 関 係 が あ り,

鯛,あ じ,し らす ぼ し,ウ ナギ との 間 に有 意 な正 の 相

関 が あ っ た。 妊 娠1年 前 の 動 物 性 脂 肪 摂 取 量,特 に近

海 の 魚 介 類 の 摂 取 量 は,母 乳 中 の 濃 度 と関 連 して い

た 囲 。 黒 田 ら3)調 査 で も,母 親 の魚 介類 の摂 取 頻 度

と母 乳 中 の濃 度 に は正 の 相 関 が あ る こ とが 報 告 され て

い た。 また 肉類 摂 取 頻 度 が 多 くな る ほ ど母 乳 中 の 濃 度

が高 くな る傾 向が あ っ たが,相 関 関 係 は な く,乳 製 品

や野 菜,米 飯 な どに も特 徴 的 な関 連 は なか った と も報

告 して い た。

福 井 ら15,16)の 調 査 で も,母 親 の3日 間 の 食 事 と母

乳 中 の濃 度 との 関係 で は,食 事 か らの ダ イ オキ シ ン摂

取 量 は食 事 内容 や個 人 に よっ て差 が あ るが,魚 介 類 の

摂 取 が多 い ほ ど母 乳 中の 濃 度 が 高 か っ た こ とを報 告 し

て い た。 また食 事 か らの ダイ オ キ シ ンの 影 響 は 食 後10

時 間 ほ ど続 き,ダ イ オ キ シ ンを多 く含 む食 品 を摂 取 す

る と,食 後1～2回 目の授 乳 にお い て も母 乳 中 の ダ イ

オキ シ ン濃 度 が 高 か っ た と も報 告 して い た 。

俵 らn;の 研 究 で は,母 親 の血 巾BUNと ダ イ オキ シ

ン濃 度 とに正 の相 関が あ り,こ れ は タ ンパ ク質 摂 取 増

加 と と もに,母 乳 中 の ダイ オ キ シ ンの 濃 度 が 高 くな る

こ と を示 唆 して い た。 また,穀 物 摂 取 量 の 少 ない 者 で

母 乳 中 の濃 度 が 高 く,ダ イ オ キ シ ン濃 度 とに負 の 相 関

が あ った。

一 方
,動 物 性 脂 肪 摂 取 量 との 関 係 で,一 部 の 食 品 で

有 意 な 関連 が あ っ たが,高 い 相 関 係 数 は な く明確 な 関

連 は見 られ ずF〕,魚 介 類 摂 取 と の 関連 もな か っ た とす

る報 告 もあ っ た18)。

3.母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と乳 幼 児 へ の 影 響 との

関係

の 母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と乳 幼 児 の 甲 状 腺 機 能

との 関係

長 山 ら19,20;は ダ イオ キ シ ンの摂 取 量 が増 加 す る と,

乳 児 の血 液 中 のT3とT4濃 度 が 有 意 に 低 下 し,TsH

の濃 度 が 有 意 に上 昇 した と報 告 して い た 。 しか し,小

池 ら2Uは そ のT4.,TsH値 は正 常 範 囲 内 で あ っ た と報

告 して い た。

1歳 児 のT:弓,T4,FTa,TsH値 は 母 乳 群 と 人」:栄

養(ダ イオ キ シ ン をほ とん ど含 有 して い ない)群 と も

に正 常 値 で差 は な く,ま た 日齢30日 の ダ イ オキ シ ン濃

度 と,1歳 児 の 甲状 腺 機 能 に も有 意 な相 関 は な く,推

定 ダ イオ キ シ ン曝 露 量 と甲状 腺 機 能 の 問 に も有 意 な 相

関 は な か っ た22.23;。 多 口 ら8;の 研 究 か ら もそ れ らの 値

は正 常 値 で あ り,母 乳 巾の ダイ オ キ シ ン濃 度 と甲状 腺

機 能 の 関係 に相 関 は見 られ なか っ た。

2)母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と乳 幼 児 の 免 疫 機 能,

ア レル ギ ー との 関係

長 山 ら24,25)は 母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と,1歳

前 後 の児 の血 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 を測 定 した 結 果,

ダ イ オ キ シ ン の 摂 取 量 が 増 加 す る とTリ ンパ 球 の

CD4の 割 合 が 上 昇 し,CD8の 割 合 が 減 少 し,CD4/

CD8は 高 くな っ た と報 告 してい た。

し か し松 井 ら2G)は,1歳 児 のTリ ン パ 球,Bリ ン

パ球,ナ チ ュ ラル キ ラ ー細 胞 にお け る,母 乳 栄 養 群 と

人工 栄 養 群 の比 較 で は,両 者 に有 意 差 は な く,免 疫 プ

ロブ リ ンの一 部 の み で母 乳 栄 養 群 の 方 が 低 値 で あ り,

さ ら に ダ イオ キ シ ンの推 定 摂 取 量 とTリ ンパ 球Bリ

ンパ 球,免 疫 グロ ブ リ ン との 相 関 関 係 は なか った と報

告 して い た。
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母 乳 巾 の ダ イオ キ シ ン濃 度 を1歳 時 で の ア レル ギ ー

症 状 の 有 無 で 比 較 した 結 果,ア レ ル ギ ー 症 状 有 りで

は,17.5±6.6pg/TEQ/gfatで,症 状 無 しで は15.9±

4.8pg/TEQ/gfatで あ り,有 意 差 は なか った17,。

中 村 ら28iの 調 査 で は,3歳 児 の ア トピ ー性 皮 膚 炎

の既 往 と栄 養 方 法 との 関 係 の 研 究 で は,母 乳 栄 養,混

合 栄 養,人 工 栄 養 児 の 順 で 罹 患 率 が 高 か った が,母 乳

栄 養 児 の相 対 危 険 は統 計 学 的 に有 意 で あ るが,1.37と

あ ま り高 くな か っ た。 ア トピー性 皮 膚 炎 は 母 の 年齢 が

高 齢 で あ る こ と(29歳 以 下 と30歳 以 上 の 比 較),第2

子 以 降 で あ る こ とが リス クで あ った 。 母 乳 中 の ダ イオ

キ シ ンが ア トピー性 皮 膚 炎 の 危 険 因 子 で あ る な ら,ダ

イオ キ シ ンの体 内蓄 積 量 か らす る と母 の 年 齢 が 高 い こ

とは理 に か な っ て い る、 しか し,第1子 よ り第2子 の

母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 が 低 い こ とが 先 行研 究 か ら

報 告 され て お り,第2子 の 方 が ア トピー 性 皮 膚 炎 の リ

ス クが 高 い こ とは矛 盾 す る結 果 で あ り,母 乳 巾 の ダ イ

オキ シ ンが ア トピー性 皮 膚 炎の 危 険 因 子 で あ る とは 結

論 付 け られ な か っ た。

3)母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と児 の 成 長 発 達 との 関

係

母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と,1歳 時 の 身 長,体 重

との相 関係 数 を第1子 全 体,お よ び男 女 別 に観 察 した

結 果,P〔 】DFsと1歳 時 の 身長 との相 関係 数 が0.ll5で

あ り,有 意 水 準5%の 時 に有 意 な正 の 関 連 が あ った 。

しか し男 女 別 に は 同様 の 関 連 は観 察 され なか った 。 ま

た,「 主 と して 母 乳 で 哺 育 」 され た第1子 につ い て も

同様 の観 察 を したが,男 女 い ず れ も母 乳 中 の ダ イオ キ

シ ン 濃 度 と,1歳 時 体 重 や 身 長 との 関 連 は み ら れ な

か っ た29}。 ま た,母 乳 栄 養 群 と人 工 栄 養 群 との 比 較

で は,1歳 時 で の成 長 発 達 に差 は なか ったzs}。

母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と出 生 時 の 身 長,体 重,

胸 囲 に は 有 意 な 関 連 は な か っ た が,z,3,7,8一 四塩

化 ダ イ オ キ シ ン と2,3,4,7,8一 五 塩 化 フ ラ ン濃 度

と頭 囲 とに有 意 な負 の 相 関 が あ ったfO;。

考 察

1.ダ イオキシンとは

ダイオキシンは,農 薬や消毒剤などの塩素を含む化

学物質の製造の際に副産物 として生産 され,こ れらの

製品や廃棄物の中に含 まれ田畑に散布 され,ま た焼却

過程でも発生 し環境を汚染する。難分解性であるため

⊥壌や水中へ長期間残留 し,微 量で も環境や人体に影

響 をもたらす可能性が大 きい と考えられている強い毒

性 をもつ環境汚染物質である。 ダイオキシンの毒性

は,異 性体により異なるため,最 も毒性の強い2,3,

7.8一四塩化 ダイオキシンを1と して,そ れに対する

相対的な毒性の強 さ毒性等価系数(TEF)が 定め ら

れ,個 々の化合物のTEFに 存在量をかけたものの和

を毒 性 等 価 量(TF.Q)と して 表 わ して い る 。 成 人 が 生

涯 に渡 り毎 口摂 取 して も影 響 が ない とす る量 を,耐 容

1目 摂 取 量(TDI)と し,WHOは4pgTEQ/kg/day

と して い る。

母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 は,血 液 中 の 濃 度 を反 映

し て お り人体 の ダ イ オ キ シ ン汚 染 の 指 標 と され て い

る3,41;。母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 は,1973-1996年

のzooあ ま りで約 半 減 してお り,そ れ は ダ イ オキ シ ン

を含 む化 学 物 質が 使 用 され な くな っ た こ と,焼 却 施 設

の整 備 が 進 ん だ こ と,食 生 活 の 多 様 化 に よ る もの と推

測 され る。 しか し,1988年 以 降 そ の 減 少 が 緩 や か で あ

るの は,成 人 の ダイ オ キ シ ン摂 取 の98%を 占め る.食事

か ら(0.003%が 水,1.2%が 大 気,0.6%が 土 壌 か

ら)1,32,331の ダイ オ キ シ ン摂 取 量 が あ ま り減 少 して い

ない た め で あ る と考 え られ る。 東 京 都 の2004年 の 調 査

で は,毎 日摂 取 して い る ダ イ オ キ シ ン量 は平 均1,58

pgTFQ/kg/dayと 基 準 値 以 下 で あ っ た:;4;。しか し,

た とえ基 準 値 以 下 で あ っ た と して も,口 常 生 活 の 巾 で

毎 目 ダ イオ キ シ ン を摂 取 し,体 内 に蓄 積 して い る とい

う事 実 は否 め な い。

2.母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と母 親 との 関 係

1)母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と.母親 の 年 齢 ・哺 乳 期

間 ・出生 順 位 との 関係

ダ イオ キ シ ンは,水 に は溶 け に くい が 脂 肪 には よ く

溶 け る た め,動 物 や ヒ トの脂 肪 組 織 や 肝 臓 に 蓄 積 さ

れ,ま た半 減 期 は ヒ トで5-10年 と長 く体 外 へ の排 泄

も少 な い。 そ の た め,加 齢 と と もに ダ イ オキ シ ンが 体

内 に蓄積 され,そ れ に伴 い母 乳 中の 濃 度 も高 くな る。

母 乳 は唯 一 の ダイ オ キ シ ンの 有 効 な排 泄 経 路 で あ るた

め,哺 乳 期 間が 長 くな る と と もに,ま た 出 生 順 位 が 進

む と と も に,母 乳 中 に排 泄 さ れ る ダ イ オ キ シ ン の 量

は,母 親 が毎 日摂 取 す る ダイ オ キ シ ン量 よ り も多 くな

り,母 体 内 に蓄 積 され てい る ダイ オ キ シ ンの 濃 度 や 母

乳 巾 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 も減 少 して い く鋤 。 しか し

これ は,こ の減 少 の分 だ け児 が 母 乳 を介 して ダ イ オキ

シ ン を摂 取 して い る こ とを示 してい る。

2)母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と居 住 地 との 関 係

わ が 国 の ダイ オ キ シ ンの 主 な発 生 源 は,以 前 は 農 薬

や 除草 剤 に不 純 物 と して含 有 され た もの に よ る とされ

て い た が,1990年 頃 か ら は8割 は 一 般 廃 棄 物 の 焼 却

(産業 廃 棄 物 の焼 却 も含 め る と約9割)に よ る と され

て い る10)。 し た が っ て,母 親 の 居 住 地 が 焼 却 施 設 に

近 くな る ほ ど母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 も高 くな る と

考 え られ て い たが,実 際 はそ うで は なか った 。 そ の 根

拠 と して,① 母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と居 住 地 と焼

却 施 設 か らの距 離 とに関 連 は なか っ た こ と,② 大 阪 能

勢 地 区 の産 業 廃 棄 物 施 設 周 辺 住 民 と,他 の 大 阪 府 住 民

の母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン異 性 体 構 成 比 が 酷 似 して い た

こ と,③ 母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン異 性 体 構 成 比 が 食餌 中
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の異 性 体 と酷 似 してい たが,焼 却 施 設 排 出 物 の 異性 体

とは酷 似 して い なか っ た こ と,④1997年 に廃 棄 物焼 却

施 設 に対 す る規 制 が 強 化 され,環 境 へ の 排 出 が 大 幅 に

減 少 した もの の,全 国の 一 般 廃 棄 物 焼 却 炉 量 は 過 去20

年 間 で約2倍 に も増 加 してい る に もか か わ らず,母 乳

中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 が 経 時 的 に急 激 な減 少 を続 け て

い る こ とな どが 考 え られ る。

3>母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と母 の 喫 煙 習慣 との 関

係

煙 草 の煙 の 巾 には ダ イオ キ シ ン特 にYCIIDsが 含 ま

れ て お り1'27,母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 との 関 係 を

み る と き,母 親 の喫 煙 習 慣 も交 絡 因 子 と して 考 慮 す べ

きで あ る。 また,喫 煙 は母 と胎 児 に とって 大 きな リス

ク フ ァ ク ター とな り,母 の 喫 煙 習 慣 との 関 係 を解 明 す

る こ とは重 要 で あ る。 母 の 喫 煙 習 慣 や 受 動 喫 煙 との 関

連 は なか っ た とす る報 告 もあ る がK,,非 喫 煙 者 や 受 動

喫煙 の な か っ た者 よ り,喫 煙 者 や 受 動 喫 煙 の あ った 者

の母 乳 巾 の ダ イオ キ シ ン濃 度 の 方 が 低 い 傾 向 にあ った

とす る 報 告 もあ りiz;,母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と

母 の 喫煙 習 慣 との関 連 は は っ き り しない 。 しか し,喫

煙 に よる母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 の 軽 減 の 可 能 性 が

示 唆 され た と して も,喫 煙 に よる.母や 胎 児 へ の 影 響 を

考 え る と,こ の結 果 か らの み で 妊 婦 に喫 煙 を容 認 す べ

きで は な い こ とは明 自で あ る。

4)母 乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と母 親 の 食 生 活 との 関

係

わ れ わ れ の ダイ オ キ シ ン摂 取 の98%は 食 物 か らで あ

り,そ れ は母 乳 中 と食餌 中の ダ イ オキ シ ン異1生体構 成

比 が酷 似 して い た こ とか ら も明 らか で あ る。 そ の 内 訳

は 約76.2%が 魚 介 類,12.0%が 肉類 ・卵 類,s.3%が

乳 ・乳 製 品等.の動 物 性 食 品 が96.5%を 占め,穀 類,豆

類,野 菜 類,果 実 類 な ど の 植 物 性 食 品 か ら は 少 な

31;
,魚 介 類 が 人体 や 母 乳 の ダ イ オ キ シ ン汚 染 の 最

大 の原 因 と言 え る。 しか し,魚 介 類 に は胎 児 や 乳 児 の

脳 細 胞 や網 膜 の発 育 に重 要 な不 飽 和 脂 肪 酸 が 多 く含 ま

れ て い る た め15:,で き る だ け ダ イ オ キ シ ン汚 染 の 少

な い魚 介 類 を摂 取 す る な どの 工 夫 が 必 要 で あ る と考 え

られ る。 そ の た め に は,妊 娠 前 か ら脂 肪 分 の 少 な い 魚

介 類 の摂 取 や,近 海 もの よ り遠 海 の もの が 汚 染 が 少 な

い こ と,全 国 の河 川,湖 沼,海 洋 の 水 質 汚 染 には 地域

差 が あ る こ とか ら4J.4R;,汚 染 の 少 な い 海 域 や 産 地 で

獲 れ た魚 介 類 を摂 取 す る と よい 。

ま た,ダ イ オ キ シ ン の 吸 収 率 は98%と 極 め て 高

く15,16,35,母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 は,体 内 蓄 積

だ け で な く現 時 点 での.食事 か らの 摂 取 も大 き く影 響 し

て お り,汚 染 の少 な い食 物 の 摂 取 が 望 まれ る。 ダ イオ

キ シ ンは主 に肝 臓 と脂 肪 に蓄 積 され て い るた め,脂 肪

分 の多 い食 物 や 内臓 の 摂 取 を避 け る こ と,調 理 方 法 に

よ り食 物 中 の 脂 肪 を で きる だ け 落 とす よ うに す る こ

と,ま た ダ イオ キ シ ンの排 泄 に有 効 と され て い る食 物

繊 維 や 葉 緑 素1],36;,母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 と負

の相 関が あ る穀 物 な どの摂 取 が 有 効 で あ る と考 え られ

る。 しか し葉 菜 類 は ダ イ オ キ シ ン を濃 縮 して い る た

め,湯 通 しす る な どの調 理 方 法 を工 夫 し,ま た 微 量 で

あ るが埃 と と もに ダイ オ キ シ ンが 付 着 して い るた め,

果物 を含 め よ く水 洗 い し摂 取 す る こ とが 望 ま しい 。

3.母 乳 中 の ダ イ オ キ シン濃 度 と乳 幼 児 との 関 係

ダ イオ キ シ ンの人 体 へ の 影 響 と して,発 癌 性 や 生 殖

器 系 ・内分 泌 系 ・免 疫 系 ・神 経 系 の 障 害 や,小 児 で は

発 達 へ の 影 響 も報 告 され て い るL2,],:32:。 しか し,母

乳 中 の ダイ オ キ シ ンが 乳 幼 児 に与 え る影 響 と して,母

乳 中 の ダ イオ キ シ ン濃 度 と甲状 腺 機 能 との 関 係 にお い

て相 関 は み られ な か っ た こ と,免 疫 機 能 や ア レル ギ ー

との 関係 で は,免 疫 機 能 と関 係 が あ った とす る結 果 に

異 議 を 唱 え る 文 献 も み ら れ る こ と21J,乳 児 の ア ト

ピー性 皮 膚 炎 と母 乳 の関 係 につ い て の 研 究 結 果 は,他

の先 行 研 究 と矛 盾 して い る点 が あ り議 論 の 余 地 が あ る

こ と,母 乳 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 と,免 疫 機 能 や ア レ

ル ギ ー との 関係 は なか っ た とす る報 告 が 多 くあ る こ と

な どか ら,母 乳 中 の ダイ オ キ シ ンが 乳 幼 児 の 甲 状腺 機

能 や免 疫 機 能,ア レル ギ ー に影 響 は して い ない と現 時

点 で は考 え られ て い る。 成 長 発 達 に関 して も,頭 囲 で

一 部 の ダ イ オ キ シ ン と負 の 相 関 が あ っ た の み で30.
,

身長 や体 重,成 長 発 達 に関 連 は なか った とす る研 究 が

多 く,現 在 影 響.はな い と考 え られ て い る。

最 近 の 母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 は,平 均16.2

pgTEQ/gfatで あ り3Y),母 乳100g中 の 脂 肪 は 約4g

と多 い た め,母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン濃 度 は 高 値 とな

る。乳 児 の哺 乳 量 は1年 間 を平 均 す る と体 重lkgあ

た り約100gと な る の で,乳 児 はTDIか らみ て16倍

程 度 の ダ イ オ キ シ ン を摂 取 して い る こ と と な る10:。

また1歳 児 の血 液 中 の ダイ オ キ シ ン濃 度 は,母 乳 か ら

の ダ イ オ キ シ ン摂 取 量 に相 関 し,そ の濃 度 は4.1-73

pg/TEQ/gfat(平 均40.Opg/TEQ/giat)と 濃 度 差 は 大

き く99;,母 乳 摂 取 の 多 い 児 で 一 般 の 成 人 の 測 定 値

(平均26pg/TEQ/gCat)41;に 対 し高 値 で あ り,乳 児 は

成 人の何 倍 もの ダイ オ キ シ ンを摂 取 して い る こ ととな

る。 しか し,現 在 までの 研 究 で は母 乳 中 の ダ イ オキ シ

ン に よる影 響 は明 らか で は ない こ と,母 乳 には 多 くの

利 点 が あ る こ と,ダ イオ キ シ ン汚 染 の ピー クが1974年

にあ り,そ の前 後 に 出生 した現 在30-40歳 の 成 人 に影

響 が あ った とす る報 告 もな く,そ れ 以 降 汚 染 濃 度 は 減

少 して い る こ とzu,哺 乳 期 間 は1年 程 度 と短 期 間 で

あ り,母 乳 哺 育 と人工 哺 育 の 児 の ダ イ オ キ シ ンの 生 体

負荷 量 は10-15歳 ま で に ほ ぼ 同 じ値 に な る こ と}2;な

どか ら,「.4乳 中 に は 高 濃 度 の ダ イ オ キ シ ンが 含 まれ

るが,現 時点 で の乳 幼 児 へ の 影 響 は考 え に く く,母 乳

哺育 の利 点 を考 慮 す る と母 乳 を 中止 す る根 拠 は ない 」
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和 泉,他=母 乳 中 の ダ イオ キ シ ンに 関 す る文 献 レ ビュ ー

とい う結 論 が 得 られ てい る。 しか し,ダ イ オキ シ ン に

よる 人体 へ の影 響 は,現 在 まで に世 界 中 で も多 く報 告

され 人 体 に と り毒 性 物 質 で あ る こ とに は変 わ りは な

い。 母 乳 哺 育 を中止 す る根 拠 は ない が,現 在 も母 乳 中

に ダ イオ キ シ ンが 高 濃 度 に含 まれ て い る こ とは 事 実 で

あ り,私 た ち は ごみ を減 らす な ど,日 常 生 活 で 環境 汚

染 を改 善 し,体 内負 荷 量 を減 らす 努 力 を して い くと と

も に,今 後 と も ダイ オ キ シ ン汚 染 の 推 移 と,ヒ トへ の

影 響 を観 察 す る必 要 が あ る と考 え られ た 。

結 論

①母乳中のダイオキシン濃度 は年々減少 している

が,最 近ではその減少は緩やかであ り,食 事から摂取

するダイオキシン量があ まり減少 していないことが示

唆 された。

②母乳中のダイオキシン濃度 と母親の年齢とに正の

相関があった。

③母乳中のダイオキシン濃度は,哺 乳期間が長 くな

るにしたがって,ま た出産川頁位が進むにしたがって減

少する傾向にあった。

④母乳中のダイオキシン濃度は,居 住地 と焼却施設

との距離に相関していなかった。

⑤母乳中のダイオキシン濃度 と,母 親の喫煙習慣や

受動喫煙の有無 との関連はわか らなかった、

⑥母乳のダイオキシン汚染の最大原因は食事であ

り,そ の多 くが魚介類か らであった。

⑦母乳中のダイオキシン濃度 と乳幼児の甲状腺機

能,免 疫 ・アレルギー,成 長発達 との関係で特定の傾

向はなく,乳 幼児に影響を与えているとは言えなかっ

た。

お わ り に

先行文献に,「授乳中に母親が ダイエッ トを行った

場合,脂 肪巾のダイオキシン濃度が上昇 し,母 乳巾の

ダイオキシン濃度 も上昇する」11}と記載されていた。

現在,妊 婦の体重増加が少ないことも問題 とされるよ

うになってきており,妊 娠中か ら授乳中の母の体重の

増減 と,血 液中や母乳中のダイオキシン濃度との関係

を今後研究する余地があるのではないか と思われた。

また,ダ イオキシンのような外因性内分泌撹乱物

質,い わゆる環境ホルモ ンは,わ れわれが日常よく使

用 しているプラスチ ック製品に含まれるなど,現 在も

われわれのごく身近なところに多数存在 している。そ

れ らは精子数の減少や雌化,外 性器異常,不 妊,流

産,子 宮内膜症の増加など生殖器系に影響 し,次 世代

への影響 も懸念 され,人 類の生存をも脅かす恐ろ しい

物質である7)。このように現時点の影響だけでな く,

胎児期から将来 までの長期的な視点が必要であ り,ま

た今後新たな環境汚染物資が出現する可能性 もあ り,

今後 も人類への影響を含め,母 乳哺育の安全性を見守

り続けなければならない。
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